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＊本レポートは、人とくるまのテクノロジー展（横浜）のONELINE STAGE-1の
レポートです。レポートは、第１部：加飾、第２部：自動車内外装、第３部：素材
などからなります。

＊今回は、第３部：プラスチック素材などのみの報告です。
＊資料には、一部、他の情報源から得た図表を追加し、内容を補完しています。
＊第１部、２部は、報告済。

下記の内容となっています。
１．出展社 プラスチック、複合材料関係、１１会社の３４アイテム、

製品、システムなど、９社１５アイテム

２．出展の概要説明 Ｐ３

３．出展内容一覧表 P４ ～６

４．プラスチック、複合材料関連 P７～４２

５．製品、システム関連 P４３～５７

６．その他 P５８～６０
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加飾テクノリサーチ

第３部：プラスチック素材のレポート内容
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１．展示内訳は、プラスチック素材関係：１１社、３４アイテム、製品、システムなど：９社
１５アイテム

２．プラスチック素材関係では、主要樹脂メーカーそれぞれが自社のプラスチック、
複合材料を展示。その他部品製造メーカーなども特殊なもの展示。

３．材料特性として、電磁波・光特性、成形性、植物由来などCO2削減、難燃、放熱、
軋み音抑制などの材料、リサイクル材、CF複合材料、透明複合材料、さらに特殊
材として、カーボンナノチューブＭＢ，自己修復ポリマーなどが展示された。

４．製品、システムでは、面ファスナー、熱膨張固定シート、三次元立体編物、発泡
成形品が展示され、成形技術では、ＦＩＭ－3Ｄプリンターと射出成形を組み合わ
せた新成形技術、高速スタンピング成形システムが展示された。

４．サーキュラーエコノミーでは、ケミカルリサイクルシステムが展示された。

詳細は、Ｐ4～６の一覧表、Ｐ７以下の各アイテムの図を参照ください。

参考：
Ｐ１３のＴＯＭ成形用加飾ユポシート、Ｐ５５の紫外線硬化型インクジェット用インク
は、本レポートの分類では、第１部に含めた方がよいと思われる。

加飾テクノリサーチ

プラスチック素材、製品、システム関係
（第３部）展示概要

3



プラスチック、複合材料関係（第３部）展示一覧表ー１
大分類 小分類 会社名 対象製品、樹脂、技術など 内容概要

その他 樹脂、 三菱ケミカル 超低反り・軽量PBT樹脂ノバデュラン®LXシリーズ 反りが特に求められる、開口部の大きい大型筐体部品などに好適　（三菱エンプラ）

複合材料 電磁波吸収PBT樹脂ノバデュラン®RAシリーズ 電磁波吸収率は従来品の3倍以上、電磁波反射率を3分の1以下に抑えることに成功

軋み音抑制PC/ABSグレード 軋み音をほぼ１００％抑制

波長選択PCグレード 波長を選択PCグレード、LiDER工学窓等に利用

Reny® 植物由来・低吸水グレード バイオマスプラに認定されたポリアミド

ユポグリーン®シリーズ（ユポ・コーポレーション） CO2の排出量を抑えた環境対応製品

TOM成形用加飾ユポシート 粘着加工・剥離フィルム不要のTOM成形用加飾シート

透明GF入りPCグレード PCとGFの屈折率を合わせることで、GF量20%配合で、非強化PCと同等の高い全光線透過率

難燃性熱可塑性複合材GMT ＰＰ、ＰＡを基材として、長繊維または連続繊維ガラスマットを強化材とした複合材

炭素繊維プレス成型材料 長さ数センチメートルにカットした炭素繊維を樹脂中に分散させたシート状の材料

住友化学 再生ポリプロピレン材料 バージンPP材と同等の物性

難燃 PP グレード 金属製のリチウムバッテリーのカバー（蓋）に適用することが可能

センサー用波長選択性ポリカーボネート SD センサーの性能向上に貢献する “波長選択性” のポリカーボネート

カネカ リサイクルPP用耐衝撃性改質剤（開発品） １５％添加で、シャルピー衝撃強度が４．１から７．４

PP加工性改良剤（射出発泡用） PPの射出発泡成形において均一微細セルを形成し、製品の軽量化、樹脂使用量削減

EPERAN-PP 難燃グレード成形品 難燃性能を高めた発泡部材

カネカハイパーライトⓇHP（熱伝導性樹脂） 放熱用途に適した熱伝導性に優れた射出成形用材料

透明複合材向け樹脂 特殊 Glass®と複合化して高い透過率、成形性

SUNDUREN®反射防止フィルム 曲面成形性と表面機能（反射防止性能等）の両立

加飾テクノリサーチ



プラスチック、複合材料関係（第３部）展示一覧表ー２

大分類 小分類 会社名 対象製品、樹脂、技術など 内容概要

その他 樹脂、 ユニチカ 低CO2ポリアミド 低CO2、バイオマスポリアミド

複合材料 ユニチカのＡＤＡＳ部品向け材料 ＡＤＡＳ（Advanced 

ナイロン　放熱グレード 先進運転支援システム）部品の高機能化やコストダウンに貢献できる、様々な特性を持っ樹脂

ポリりミド１０T 次世代自動車部品の最適材

ナイロンRUNシリーズ 結晶性と非晶性のナイロンをアロイしたベースポリマーに強化材を高充填した、ナイロン樹脂

Ｕポリマー　Ｔ－２００ 透明、リフローはんだ可能

ライテイング Ｕポリマー　ＫＸ－５００ＨＲ： 透明、可視光カット・ 赤外線透過、高耐熱、直接蒸着可能

高周波基板用 樹脂改質材】 エポキシ改良低分子ポリアリレート樹脂

帝人 VOC低減材料 VOCS削減で、車内空間の快適性向上

クラレ 熱可塑性FRP ポリアミド9T（PA9T）を用いた熱可塑性FRP

旭化成 光学用新規透明樹脂　AZP™ 偏光サングラス越しでもクリアな視認性を保持

出光興産 透明GF複合PC ポリカーボネートとガラス短繊維の屈折率をそろえ、透明化

森六グループ 高分散カーボンナノチューブマスターバッチ 優れた電気伝導、軽さ、熱伝導などの特徴を活かして、自動車のさまざま部品に利用

ランクセス 植物由来複合材料シート ポリ乳酸と亜麻織物の組み合わせた連続繊維強化熱可塑性複合材料

トヨタ車紡織 自己修復ポリマー 植物由来の自己修復性ポリマーは、環境に優しく自発的に自らの傷を治す特性がある

加飾テクノリサーチ



プラスチック、複合材料関係（第３部）展示一覧表ー３

大分類 小分類 会社名 対象製品、樹脂、技術など 内容概要

その他 製品、 旭化成 “Moldable PolyEthylene Foam”　 ポリエチレン樹脂を旭化成独自の型内成形で発泡させた製品

システム 三次元立体編物のフュージョン® 表裏面材にはポリエステル、PTT、連結糸に植物由来原料を使用した三次元立体編物

NDIR方式CO2センサー 従来のガスセンサーと比較して高信頼性で、超低消費電力で高精度の計測が可能

クラレ 面ファスナー〈マジロック®〉 自動車の天井材用途にて採用実績があり、着脱性の高さから、その他の固定用途にも使用

熱膨張固定シート　 熱膨張で、モータの磁石等の固定に利用、膨張後の多孔質構造を活用し断熱・冷却機能付与

EV車内ですぐ暖まるシートヒーターなど温調設計 高強力ポリアリレート繊維使用

EVの熱マネジメントシステムの冷却バルブ設計 耐熱性ポリアミド樹脂〈使用

EV用などの車載コネクタの高信頼性・小型化・高耐圧対応 耐熱性ポリアミド樹脂〈使用

大日本印刷 ワイヤレス給電用シート型コイル ワイヤレス給電普及に

トヨタ車体 ロータリー成形による微細メッシュの高速成形 ロール状金型を回転させ、その間に素材を通板し、微細なメッシュ形状を連続成形

ナトコ 紫外線硬化型インクジェット用インク 有機顔料タイプ、無機顔料タイプ、メタリックインクもある

三菱 ＦＩＭ－3Ｄプリンターと射出成形を組み合わせた新成形技術 エラストマーから繊維強化材、超エンプラまで対応可能

タカギセイコー TS高速スタンピング成形システム 住友化学のSPモールド派生技術で、高強度、超軽量、高断熱の成形品が得られる

その他 三菱 サーキュラーエコノミーを推進 ケミカルリサイクル等で、サーキュラーエコノミーを推進

住友化学 PMMAのケミカルリサイクル PMMAのケミカルリサイクルで、サーキュラーエコノミーを推進

加飾テクノリサーチ



プラスチック、複合材料
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加飾テクノリサーチ



超低反り・軽量PBT樹脂ノバデュラン®LXシリーズ（三菱エンプラ）

独自アロイ化技術により、優れた低反り性を発現させることに成功。
流動性にも優れることから、反りが特に求められる、開口部の大きい大型筐体
部品などに好適。

三菱ケミカルー８ 加飾テクノリサーチ



電磁波吸収PBT樹脂ノバデュラン®RAシリーズ

電磁波吸収率は従来品の3倍以上、電磁波反射率を3分の1以下
に抑えることに成功。

三菱ケミカルー９ 加飾テクノリサーチ



軋み音抑制PC/ABSグレード
三菱ケミカルー１０ 加飾テクノリサーチ



波長選択PCグレード

三菱ケミカルー１１ 加飾テクノリサーチ



Reny® 植物由来・低吸水グレード
バイオマスプラに認定されたポリアミド（ナイロン）PAXD10を使用。

ユポグリーン®シリーズ（ユポ・コーポレーション）

三菱ケミカルー１２

CO2の排出量を抑えた環境対応製品

瓶ラベル タペストリー

加飾テクノリサーチ



TOM成形用加飾ユポシート

従来加飾シートと異なり、粘着加工・
剥離フィルム不要。

三菱ケミカルー１３ 加飾テクノリサーチ



透明GF入りPCグレード「ユーピロン™SGHシリーズ」

ポリカーボネートとガラス繊維の屈折率を合わせることで、GF強化材料の
機械的性質に加え、透明性を維持した。
GF量20%配合時、非強化材PCと同等の高い全光線透過率を有し、曲げ弾性
率も5600MPaと同じGF量を充填した一般GF強化ポリカーボネートと遜色の
ない高い剛性を有します。

三菱ケミカルー１４ 加飾テクノリサーチ



透明GF入りPCグレード「ユーピロン™SGHシリーズ」ー２

三菱ケミカルー１５ 加飾テクノリサーチ



難燃性熱可塑性複合材GMT

ＰＰ（ポリプロピレン）、ＰＡ（ポリアミド）を基材として、
長繊維または連続繊維ガラスマットを強化材として使用

三菱ケミカルー１６ 加飾テクノリサーチ



炭素繊維プレス成型材料-短繊維FMC（炭素繊維SMC）

FMC（CF-SMC）は、長さ数センチメートルにカットした炭素繊維を樹脂中に
分散させたシート状の材料。プレス成形により2～5分程度の短時間で部材に
加工でき、「プリプレグ」に比べ、複雑な形状の部材を成形することができ
るという特長を持つ。Toyota GR Yarisのカーボンルーフに採用。
高強度FMC（CF-SMC)の開発に成功し、構造材へのFMCの適応が可能に。
高強度FMCは成形性に優れ、複雑形状の成型品をプレス成形可能な材料。アル
ミに比べ強度が高く、アルミ同等の比弾性率を有す。

三菱ケミカルー１７ 加飾テクノリサーチ



再生ポリプロピレン材料

住友化学ー１ 加飾テクノリサーチ

再生ＰＰを使用しても、バージンPPと同等の性能を実現



センサー用波長選択性ポリカーボネート SD ポリカTM PH シリーズ
住化ポリカーボネートは、センサーの性能向上に貢献する “波長選択性” のポリ
カーボネート「SD ポリカ PH シリーズ｣を開発。

住友化学ー２ 加飾テクノリサーチ



難燃性に優れているため、金属製のリチウムバッテリーのカバー（蓋）に適
用することが可能であり、電池の軽量化に貢献できる。

住友化学ー３

難燃 PP グレード

加飾テクノリサーチ



リサイクルPP用耐衝撃性改質剤（開発品）

カネカー３ 加飾テクノリサーチ



PP加工性改良剤（射出発泡用）

コアバック法によるPPの射出発泡成形において均一微細セルを形成し、製品
の軽量化および樹脂使用量削減に貢献いたします。

カネカー４ 加飾テクノリサーチ



難燃性能を高めた発泡部材を提案。

EPERAN-PP 難燃グレード成形品

カネカー５ 加飾テクノリサーチ



カネカハイパーライトⓇHP（熱伝導性樹脂）

放熱用途に適した熱伝導性に優れた射出成形用材料。
放熱性を有し、金属に対して軽量化・コストダウンが可能です。

カネカー６ 加飾テクノリサーチ



透明複合材向け樹脂（開発品）
AGY Holding CorpのS-2 Glass®と複合材料化することで高い透過率を示す繊維強化
プラスチック（FRP、複合材）を成型可能な配合樹脂です。
ポリカーボネートやアクリル系の透明樹脂に見られる高い透過率と複合材の特
徴である機械強度・軽量化の両立を可能とします。

カネカー７ 加飾テクノリサーチ



＜主な特長＞
1.曲面成形性：成形性と表面機能（反射防止性能等）の両立
2.耐候性：耐候性試験後の変色が小さい
3.光学特性：低位相差（5nm以下）、高透過率（94％以上）

SUNDUREN®反射防止フィルム
カネカー７ 加飾テクノリサーチ



低CO2ポリアミド
ユニチカー５ 加飾テクノリサーチ



ユニチカには、ＡＤＡＳ（Advanced 
Driver Assistance Systems, 先進運転支援
システム）部品の高機能化やコストダ
ウンに貢献できる、様々な特性を持っ
た樹脂材料がある。

ユニチカのＡＤＡＳ部品向け材料
ユニチカー６ 加飾テクノリサーチ



ナイロン 放熱グレード 導電タイプ、絶縁タイプをラインナップ。
高い熱伝導率と成形加工性を両立

ユニチカー７ 加飾テクノリサーチ



【レンズ・センサ】 Ｕポリマー Ｔ－２００
ユニチカー８

透明、リフローはんだ可能

加飾テクノリサーチ



交代熱ポリアミド１０T ゼコット
ユニチカー１０

次世代自動車部品の最適材

加飾テクノリサーチ



ナイロンRUNシリーズ

ユニチカー１１

結晶性と非晶性のナイロンをアロイしたベースポリマーに強化材を高充填した、
新しいタイプのナイロン樹脂

加飾テクノリサーチ



【ライティング】 Ｕポリマー ＫＸ－５００ＨＲ
ユニチカー１２

透明、可視光カット・ 赤外線透過、高耐熱、直接蒸着可能

加飾テクノリサーチ



【高周波基板用 樹脂改質材】 ユニファイナー
ユニチカー１３ 加飾テクノリサーチ



VOC低減材料

帝人ー８



ポリアミド9T（PA9T）を用いた熱可塑性FRP

＊金属材料比20~50%の軽量化が可能
＊自動車生産に適したサイクルタイムが達成可能
＊プレス成形、ハイブリッド成形が適用できる
＊従来の熱可塑性FRPでは適用できなかった構造部材への適用が可能
＊電着塗装工程を通せる可能性

クラレー４

EV化で求められるさらなる軽量化への提案

加飾テクノリサーチ



光学用新規透明樹脂 AZP™

AZP™の複屈折ー位相差 偏光サングラス越しでもクリアな
視認性を保持

ヘッドアップディスプレイ（HUD）では、
低複屈折性により偏光を崩さず光量を維持
し、鮮明な映像を実現する

旭化成ー３ 加飾テクノリサーチ



出光興産ー１

出光興産のポリカーボネート樹脂と旭ファイバーグラスのガラス短繊維の技術を
組み合わせ、ポリカーボネートとガラス短繊維の屈折率をそろえ、透明化。

透明GF複合PC カネカもほぼ同様な展示

高品位なピアノブラックも可能

加飾テクノリサーチ



森六グループー４

高分散カーボンナノチューブマスターバッチ

カーボンナノチューブは、優れた電気伝導（銅の1000倍）、軽さ（アルミの
半分）、熱伝導（銅の10倍）などの特徴を活かして、自動車のさまざまな部
品に利用されています。
森六ケミカルズが提案するCNTマスターバッチは、特別な製法を用いて
MWNT（multi-walled carbon nanotube）を一つの方向に揃え、均等に分散さ
せた上で樹脂に練り込んだもの。

電磁波遮蔽
プライマーなし静電塗装

加飾テクノリサーチ



森六グループー５

高分散カーボンナノチューブマスターバッチー２

加飾テクノリサーチ



自己修復ポリマー

植物由来の自己修復性ポリマーは、環境に優しく自発的に自らの傷を治すと
いう特性があります。自動車、インフラ、生体材料、デジタル機器などでの
活用を目指して研究開発を進めております。そして今後は、高分子材料の安
全性や信頼性を大きく向上させ、安全・安心な社会の実現の貢献に繋げてい
きます。

トヨタ紡織ー８ 加飾テクノリサーチ



Pretty biological - LANXESS

ランクセス社(独)が、ポリ乳酸と亜麻織物の組み合わせた連続繊維強
化熱可塑性複合材料（Tepex）を開発。熱可塑性システムとして完全
にリサイクルできる。

ポリ乳酸と亜麻織物の組み合わせた連続繊維強化熱可塑性複合材料

ランクセスー１ 加飾テクノリサーチ

https://lanxess.co.jp/jp/media-japan/media-japan/press-releases-japan/pretty-biological/


製品、システム
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加飾テクノリサーチ



ポリエチレン樹脂を旭化成独自の型内成形で発泡させた製品
“Moldable PolyEthylene Foam”メフ® （型内成形による発泡ポリエチレン）

・繰り返し使用に最適柔軟性の高さ 擦れ音の低減

旭化成ー４ 加飾テクノリサーチ



三次元立体編物のフュージョン®

表裏面材にはポリエステル繊維（リサイク
ル性、再生ポリエステル糸）、PTT
（Poly Trimethylene Terephthalate）、連結糸
は原料の約40％が植物由来原料を使用し、
環境に配慮した素材。

通気性

立体編物フュージョン＋合皮・PVC
反応性ホットメルト貼り合せ

旭化成ー５ 加飾テクノリサーチ



NDIR方式CO2センサー

車載CO2センサーは、独自の化合物半導体
技術を用いた高性能の赤外線受発光素子と
Senseair社の光路設計技術により、従来の
ガスセンサーと比較して高信頼性で、超低
消費電力で高精度の計測が可能

赤外線LEDの搭載により、耐振動性を向上
させています

旭化成ー６ 加飾テクノリサーチ



面ファスナー〈マジロック®〉

・着脱性が高く、解体・リサイクル・リユースしやすいクルマ設計が可能

〈マジロック®〉は自動車の天井材用途にて採用実績がありますが、着脱性の高
さから、その他の固定用途にもご使用いただけます。

・ワンタッチ装着なので、作業者にやさしい
・フックの形状をカスタマイズできるので
くっつき強度・耐久性が変更可能

クラレー４

サーキュラーエコノミー時代の解体・リサイクルしやすいクルマづくり

加飾テクノリサーチ



レイアウトの変更やメンテナンスがしやすい

取り付け作業や取り外し作業もラクラク。
メンテナンス、レイアウトの変更が簡単なので、魅力的な車内空間づくりに
寄与します。
２トンのトラックも持ち上げる強力な固定力！

〈マジロック®〉による内装材の固定
クラレー５ 加飾テクノリサーチ



熱膨張固定シート [開発品]

・100μmの薄い隙間にも均一に充填・固定可能！
・膨張後の多孔質構造を活用し断熱・冷却機能の付与が可能！

クラレー６

モータの磁石固定材、絶縁材など 部品固定時間短縮と有機溶剤不使用（使用）

加飾テクノリサーチ



EV車内ですぐ暖まるシートヒーターなど温調設計

すぐ暖まるシートの設計が可能
小部品・複雑形状部品へのピンポイント
な温調設計

着座時・接触時の不快感を低減
ヒーター線が細いと接触面の凹凸が少なくなるため、座り心地の良いシー
ト・触り心地の良いハンドルを実現できます。

＊細いヒーター線は狭い間隔で配線できるので、単位面積当たりのヒーター
線の本数が増え、面全体が素早く暖まる。

クラレー７

高強力ポリアリレート繊維〈ベクトラン®〉使用

加飾テクノリサーチ



EVの熱マネジメントシステムの冷却バルブ

＊無理抜きによりパイプ部分のバリ取り工程を削減できる
＊PPS樹脂と比較して固化速度が速く成形サイクルタイムを短縮できる
＊PPS樹脂よりも比重が15%小さいため製品の軽量化ができる

クラレー８

耐熱性ポリアミド樹脂〈ジェネスタ®〉使用

加飾テクノリサーチ



EV用などの車載コネクタの高信頼性・小型化・高耐圧対応

＊高耐熱樹脂のため表面実装（SMT）が可能

クラレー９

（耐熱性ポリアミド樹脂〈ジェネスタ®〉使用）

加飾テクノリサーチ



ワイヤレス給電用シート型コイル

自宅で充電が可能というEVの手軽さに加えて、ワイヤレスのためプラグの抜き
差しも不要という大きな利点がある。また自動駐車技術の進展により、その利
便性は更に大きく向上する事が見込まれている。

大日本印刷ー１１ 加飾テクノリサーチ



上下一対のロール状の金型を回転させその間に素材を通板し、微細なメッ
シュ形状を連続成形する“ロータリー成形“の開発に取組み、成形速度を120
倍に向上させる技術を開発

ロータリー成形による微細メッシュの高速成形、高速自動外観検査

トヨタ車体ー４ 加飾テクノリサーチ



紫外線硬化型インクジェット用インク

ナトコUVインクジェットは【インクジェットの特長】と【紫外線硬化インク
の特長】を備えたラインアップでサポート。
・有機顔料タイプ、無機顔料タイプ、それぞれCMYKWを揃えております。加
えて「メタリックインク」もご提案できます。

ナトコー３ 加飾テクノリサーチ



ＦＩＭ－3Ｄプリンターと射出成形を組み合わせた新しい成形技術

エラストマーから繊維強化材、超エンプラまで対応可能です

三菱ケミカルー１７ 加飾テクノリサーチ



TS高速スタンピング成形システム
タカギセイコーー１ 加飾テクノリサーチ



その他
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加飾テクノリサーチ



サーキュラーエコノミーを推進 マテリアルフロー ケミカルリサイクル

三菱ケミカルー１８ 加飾テクノリサーチ



PMMAのケミカルリサイクル

住友化学ー４ 加飾テクノリサーチ
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